
知らせお市からの

問危機管理課（防災センター 2階）☎ 0538-37-4903　ＦＡＸ 0538-32-0177

台風、大雨が来る‼

避難準備できていますか？

被
災
地
へ
職
員
を
派
遣

市
で
は
災
害
支
援
の
た
め
、
広
島
県

呉
市
へ
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
で

の
物
資
の
仕
分
け
や
被
災
家
屋
の
調

査
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

派
遣
職
員
は
「
人
手
不
足
で
物
資
の

仕
分
け
や
各
家
庭
の
土
砂
の
除
去
ま

で
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
防
災
情
報
の
事

前
周
知
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
」
と
被
災
地

の
状
況
と
防
災
情

報
の
重
要
性
を

語
っ
て
い
ま
す
。

■河川や用水路に近づかない
大雨時に河川や用水路に近づくのは危
険なので、やめましょう。

■ハザードマップを確認
市が公開しているハザードマップを確
認し、浸水や土砂災害の危険性の高
い場所を確認しましょう。避難場所や
避難経路も確認しておきましょう。

■気象情報などを確認
風雨が強まってきた際には、テレビやラジオからの
気象情報に加え、いわたホッとラインなどで、市か
らの避難情報を各自で確認することが大切です。

■ア
※
ンダーパスに近づかない

局地的に激しく雨が降ると排水処理能力を超え、あっと
いう間に冠水します。車両が水没し、車内に取り残され
る事故が発生しています。

■急な斜面には
　近づかない
土砂災害が、いつ・どこ
で・どの程度の規模で発
生するのか予測すること
は困難です。右のような
ときは、速やかに斜面か
ら離れた場所に避難しま
しょう。

■近くの安全な場所へ避難
避難場所に移動することが困難
な場合は、近くの頑丈な建物な
どに避難しましょう。自宅にと
どまる場合には、できるだけ高
い階の斜面から離れた部屋に避
難しましょう。

■明るい時間に複数人で避難
夜間の避難は危険なため、できるだけ明るい時
間に複数人で避難しましょう。

防災情報確認

危険な箇所に
近づかない

避難するとき
の注意

▼
家
屋
の
浸
水
状
況
を

　

調
査
す
る
派
遣
職
員

※鉄道や立体交差の下の道路

■水や食料を準備
避難の際は、水や食料を
リュックサックなどに入れ
て避難しましょう。

登録方法に関するお問い合わせは
「コールセンター」フリーダイヤル 70120-670-970
午前 9 時～午後 6 時（平日のみ）へ

いわたホッとラインへ登録！

同報無線の放送内容を「いわたホッとライン」であな
たの携帯電話にお知らせします。
・文字のため情報を正確に把握できます
・何回も確認できます

【登録方法】
entry@hotline.city.iwata.shizuoka.jp に空
メールを送信（件名、本文なし）。または
右記の 2 次元バーコードをご利用ください。

近年全国各地で、大雨による災害が発生しています。7月5日㈭から発生した西日本を中心とする豪雨では、河
川の氾

はん

濫
らん

や土砂崩れなどにより、多くの方が被害を受けました。
これから本格的な台風シーズンとなるこの時期、市内でも被害が発生しないとも限りません。台風など自然災
害から自分や家族を守るために、日ごろから災害に備えることが大切です。

▲小石が落ちてくる

▲水が湧き出る

▲木が揺れる地鳴り
　が聞こえる

▲ひび割れができる
　膨らみができる

そんなあなた…、今すぐ

同報無線放送が
風雨で聞きづらい、聞き逃した…
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問商工観光課（西庁舎 1階）☎ 0538-37-4819　ＦＡＸ 0538-37-5013

子どもから大人まで、みんなで踊ってたのしっぺい♪

「しっぺい音頭」アニメーション完成

や
っ
ぱ
り
「
㈱
Ｄ
Ｌ
Ｅ
」

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
の

は
、
磐
田
市
出
身
の
椎
木
隆
太
さ
ん

が
代
表
を
務
め
る
㈱
Ｄ
Ｌ
Ｅ
。
前
作

「
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
」
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

ち
り
ば
め
ら
れ
た
笑
い
と
と
も
に
、

磐
田
ら
し
さ
や
あ
ら
ゆ
る
年
代
が
楽

し
ん
で
い
る
様
子
、
何
よ
り
「
し
っ

ぺ
い
」
の
魅
力
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
見
る
た
び
に
新
し
い
発

見
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
は
磐
田
の

夏
の
新
定
番

　

親
し
み
や
す
く
、
み
ん
な
で
踊
れ

る
盆
踊
り
曲
を
目
指
し
、
誕
生
し
た

の
が
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
で
す
。
子

ど
も
た
ち
を
中
心
に「
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
」

の
ダ
ン
ス
と
と
も
に
す
で
に
大
人
気
。

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
夏
祭

り
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
み

ん
な
が
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
か
ら
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
土
曜

朝
に
放
送
中
の
番
組
「
し
っ
ぺ
い
と

踊
ろ
う
」
で
は
市
内
の
園
児
た
ち
が

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
を
元
気
に
踊
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

磐
田
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
っ
ぺ
い
」
の
初
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
ぺ
ぺ
ぺ
い 

ぺ
ぺ
ぺ

い
！ 

う
れ
し
っ
ぺ
い
！
（
以
下
、
ぺ
ぺ
ぺ
い
！
）」
が
お
披
露
目
さ
れ
た
の
が
平
成
25
年
7
月
。
あ
れ

か
ら
5
年
、
待
望
の
新
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ぺいっ！

前作から 5年、今年 7月、ついに待望の新アニメーション「しっぺい音頭」が完成しました。

地
域
に
広
が
る
し
っ
ぺ
い
音
頭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

　

１
月
の
し
っ
ぺ
い
お
誕
生
会
で
お

披
露
目
さ
れ
た
「
し
っ
ぺ
い
音
頭
」

の
振
り
付
け
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
踊
っ
て
も
ら
う
た
め
、
４
月
に

「
し
っ
ぺ
い
音
頭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
振
り
付
け
を
覚
え
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
、
輪
に
な
っ
た
時

の
動
き
を
考
え
、
現
在
は
地
域
か
ら

依
頼
が
あ
れ
ば
出
張
し
て
振
り
付
け

を
教
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
は
、
8
月
25
日
㈯
の
「
い

わ
た
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」
で
参
加

者
と
一
緒
に
踊
る
予
定
で
す
。

8 月 25 日㈯のいわた夏まつり花火大会特設ステージで「しっぺい音頭」
に参加すると、先着 200 名にオリジナルしっぺいグッズをプレゼント。
イベントの詳細は、しっぺいオフィシャルサイト（25 ページ）を見てね！

▲みんな熱心に練習に励んでいます

緊急告知

▲
し
っ
ぺ
い
音
頭

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

▲
し
っ
ぺ
い
と

　

踊
ろ
う
の
様
子

なにこのマユゲ！

しっぺいがマッチョに？おじいちゃんも
楽しそう♪
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知らせお市からの

磐
田
ダ
ン
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
は

　

磐
田
ダ
ン
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
（
略
し
て
ダ
ン
エ
ボ
）
は
、
ダ

ン
ス
を
や
っ
て
み
た
い
小
学
生
や

既
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
若
者
た

ち
、
高
校
の
ダ
ン
ス
部
、
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
に
所
属
す
る
方
が
、
市

内
外
か
ら
集
ま
り
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
ダ
ン
ス
イ
ベ

ン
ト
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

問磐田文化振興会（文化振興課内）☎ 0538-35-7133　ＦＡＸ 0538-35-4310

今年もダンスチームがいわたに集結！

磐田ダンスエボリューション2018

し
っ
ぺ
い
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
に

注
目

　

ダ
ン
エ
ボ
に
は
ス
テ
ー
ジ
衣
装

を
着
た
し
っ
ぺ
い
も
登
場
し
ま
す
。

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
衣
装
は
、
学
校

法
人
染
葉
学
園
グ
ル
ー
プ
校
の
学

生
た
ち
が
制
作
し
て
く
れ
ま
す
。

ど
ん
な
衣
装
に
な
る
か
注
目
で
す
。

ダ
ン
エ
ボ
を
写
真
で
振
り
返
る

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
や
、
ヤ
マ
ハ

モ
ー
タ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱
の

写
真
部
、
磐
田
南
高
校
ビ
ジ
ュ
ア

ル
部
が
撮
影
し
た
ダ
ン
エ
ボ
で
光

り
輝
く
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
瞬
間
を

切
り
取
っ
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

◆
と
き

　

11
月
13
日
㈫
～
12
月
1
日
㈯

　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

　

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

◆
と
こ
ろ

　

文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　
（
二
之
宮
東
3

－

2
）

▶とき：10月28日㈰　
            午前の部：午前10時30分開場　午前11時開演
　　　　午後の部：午後 2時30分開場　午後 3時開演
▶ところ：市民文化会館
▶チケット料金：500円（9月1日㈯から一般販売開始）
　※全席自由。チケットは午前・午後の各ステージごとに必要です
▶チケット取り扱い＆お問い合わせ
　磐田ダンスエボリューション運営事務局　☎0538-35-9569
   磐田文化振興会　☎0538-35-7133

▲しっぺいを採寸する学生たち

今年もアツい

盛り上がる!!

ダ
ン
ス
で
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暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
医
療

　

磐
田
市
で
は
、
４
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
2
0
2
5

年
に
は
、
3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
安
心
し
て
快
適
に
暮

ら
す
た
め
に
医
療
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に

　

病
院
を
受
診
す
る
際
に
、
で
き
る

だ
け
設
備
の
整
っ
た
病
院
に
行
き
た

い
と
思
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
設
備
の
整
っ
た
大
き

な
病
院
で
の
診
療
を
軽
症
の
患
者
さ

ん
で
占
め
て
し
ま
う
と
、
緊
急
性
の

高
い
患
者
さ
ん
や
重
症
の
患
者
さ
ん

の
診
療
に
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

必
要
な
人
が
必
要
な
と
き
に
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

▼
症
状
に
応
じ
て
、
病
院
・
診

療
所
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

▼
※

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う

※
コ
ン
ビ
ニ
受
診
…
軽
症
の
患
者
が

問健康増進課（i
あい

プラザ 3階）☎ 0538-37-2011　ＦＡＸ 0538-35-4586

医療の安全・安心を守るために

医療機関を適切に利用しましょう

「
平
日
は
休
め
な
い
」
な
ど
の
個
人
的

な
理
由
で
救
急
外
来
を
夜
間
や
休
日

に
受
診
す
る
こ
と

受
診
の
際
に
心
掛
け
る
こ
と　

　

適
切
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、

受
診
の
際
に
は
次
の
こ
と
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
と
よ
く
相
談

し
、
治
療
法
を
決
め
ま
し
ょ
う

▼
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
に
質
問
し
ま
し
ょ
う

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
に
自
覚
症
状

と
病
歴
を
伝
え
ま
し
ょ
う

▼
医
師
や
看
護
師
な
ど
に
は
、
そ
の

後
の
変
化
も
伝
え
ま
し
ょ
う

　

受
診
し
た
際
に
は
、
医
師
や
看
護

師
な
ど
医
療
従
事
者
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

自
分
の
か
ら

だ
を
医
療
に
任

せ
る
の
で
は
な

く
、
自
己
管
理

す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
、

自
分
の
体
の
調
子
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
病
気
の
未
然
の
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

～市民と医療と行政の橋渡し～

「地域医療いわた」

　「地域医療いわた」は、地域
医療を支えるため、医師や看護
師への「ありがとうメッセー
ジ」の募集、「健康維持増進」
や「看取り」に関する講座の開
催など、市民と医療と行政の架
け橋となる活動をしています。
　活動に関するお問い合わせは、
以下にご連絡ください。

問地域医療いわた（代表：三輪）
　☎ 0538-36-1890

夜間・休日の急な発病は磐田市急患センターへ

　磐田市急患センター（上大之
郷 51）は開設 6 年目を迎え、毎
年、市内の救急患者の 3 分の 1
程度にあたる約 1 万人もの方が
利用されています。
　同センターは、医療機関の診
療時間外となる休日や夜間の急
な発病やけがなど、手術や入院の必要のない比較的軽い症状の患
者さんの応急処置を行う一次救急医療施設です。磐田市医師会の
協力を得ながら運営していますが、当番の医師は毎日異なり、医
師によって専門の診療科は異なります。全ての病気を同センター
で診ることは困難なため、急を要さない場合は、平日の日中にか
かりつけ医への受診をお願いします。同センターの診療時間、診
療科目は 21 ページ「夜間・休日急患診療」をご覧ください。
　今後も皆さんが安心して安全な医療を受けられるよう、一人一
人が正しく医療機関を利用し、地域の医療を守っていきましょう。

問磐田市急患センター☎ 0538-32-5267（診療時間内のみ）

◀
医
師
や
看
護
師
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
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知らせお市からの

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
は

交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
講
座
や
サ
ー

ク
ル
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
、
老
若

男
女
の
交
流
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、
生
き
生
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
多
年
に
わ
た
り
地

域
や
社
会
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

を
敬
い
、
地
域
の
み
ん
な
で
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

　
　

問
福
祉
課
（
ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
3
1

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

6
4
9
5

　

昭
和
26
年
に
「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し

よ
り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
世
論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平

成
13
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
で
9
月
15

日
が
「
老
人
の
日
」、同
月
21
日
ま
で
が
「
老

人
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役
で

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、
子
ど
も
達
の
登

下
校
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
積
極
的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、

健
幸
な
い
わ
た
・
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

9
月
15
日
は
老
人
の
日
、
15
日
～
21
日
は
老
人
週
間
で
す

平成 30年度の市内の長寿の状況
喜寿（	 77 歳）	 1,872 人	（男 904 人、女 968 人）
米寿（	 88 歳）	 867 人	（男 315 人、女 552 人）
百寿（	100 歳）	 47 人	（男 10 人、女 37 人）
100 歳以上	118 人（男 20 人、女 98 人）
※上記は本年度内に年齢に達する方
【最高年齢　男 105 歳　女 107 歳】
※最高齢者は平成 30年 8月 1日現在

健幸とは ･･･
　「健康は幸せの源であり、生涯を通
じて健康で生きがいを持ち、幸せな
生活を営んでいる」という考え方に
よる造語です。健幸には、自ら健康
で自立した生活が
できるように努め
ることが大切です。

　
　
問
福
祉
課
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ｉあ
い

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
4

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

36

－

1
6
3
5

ご
存
知
で
す
か
？
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
「
民
生
委
員
」
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
公
務
員
で
、
無

報
酬
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年

で
す
が
、
再
任
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
全

て
の
民
生
委
員
は
、「
児
童
委
員
」
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、一
部
の
児
童
委
員
は
、

児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
磐
田
市
で
は
3
2
7
人
が
活
躍

し
て
い
ま
す
（
平
成
30
年
6
月
末
現
在
）。

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
上
の
悩
み

や
心
配
事
な
ど
、
担
当
地
域
の
相
談
に
広

く
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

適
切
な
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
必

要
な
支
援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、定
期
的
な
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
の
依
頼
に
よ
り
、
担

当
区
域
の
状
況
調
査
な
ど
に
協
力
し
た
り
、

地
域
の
課
題
解
決
や
支
援
に
取
り
組
む
た

め
、
研
修
会
な
ど
で
必
要
な
知
識
の
習
得

に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
っ
て
も
ら
え
る
の
？

　

委
員
に
は
、
法
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
活
動
で
知
り
得

た
情
報
は
、
退
任
後
も
変
わ
ら
ず
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
の
秘

密
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
近
な
相
談
相
手
・
見
守
り
役

地
域
を
つ
な
ぐ　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

※
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

福
祉
課
生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

ひとりで悩んでいませんか？

民生委員・児童委員が、必要な
支援への「つなぎ役」になります !

家族の介護のことで
相談したい

ひとり暮らしで心細い ･･･
何かあった時にどうしよう

初めての子育てで心配 ･･･
誰に相談したらいいの？
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中
小
企
業
の
課
題
解
消
を
支
援
す
る

専
門
家
派
遣
制
度
を
開
始
し
ま
す

専
門
家
派
遣
制
度
と
は

　

中
小
企
業
な
ど
を
取
り
巻
く
経
営
課
題

は
、「
事
業
承
継
」、「
経
営
革
新
」、「
経
営

改
善
計
画
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
こ
れ

ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、

専
門
家
に
よ
る
伴
走
型
支
援
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
中
小
企
業
支
援
の
一
環
と
し

て
専
門
家
を
招
き
、
適
切
な
指
導
・
助
言

を
い
た
だ
く
専
門
家
派
遣
事
業
を
開
始
し

ま
す
。
経
営
課
題
に
直
面
す
る
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業

の
方

　

・
磐
田
商
工
会
議
所
ま
た
は
磐
田
市
商

工
会
の
会
員
企
業

▼
対
象
事
業

　

・
事
業
承
継
、
第
二
創
業
、
経
営
革
新
、

経
営
改
善
計
画
な
ど
事
業
経
営
に
関

す
る
こ
と

　

・
も
の
づ
く
り
補
助
金
、
小
規
模
持
続

化
補
助
金
、
創
業
補
助
金
、
小
規
模

経
営
力
向
上
事
業
補
助
金
等
補
助
金

に
関
す
る
こ
と

▼
そ
の
他

　

・
派
遣
は
、
1
企
業
に
つ
き
1
テ
ー
マ

と
し
、
5
回
ま
で

　

・
経
費
の
3
分
の
1
は
、
企
業
負
担
と

な
り
ま
す

▼
申
し
込
み

　

本
事
業
は
、
磐
田
市
商
工
会
が
窓
口
と

な
り
専
門
家
の
仲
介
を
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
電
話
で
お
近
く
の
商
工
会
へ
。

○
磐
田
市
商
工
会
問
い
合
わ
せ
先

　

本
所☎
0
5
3
8

－

36

－

9
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0
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福
田
支
所

☎
0
5
3
8

－

58

－

0
1
0
1
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洋
支
所
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豊
田
支
所
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2
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豊
岡
支
所
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－

2
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6
6

磐
田
市
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

大
学
生
な
ど
の
U
I
J
タ
ー
ン
就
職
を
応
援
し
ま
す
！
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光
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市
で
は
、
県
内
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏
・

中
京
圏
な
ど
県
外
の
大
学
な
ど
に
通
う
学

生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
市
内
企
業
へ
の

就
職
に
必
要
な
情
報
提
供
か
ら
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
磐
田
市

U
I
J
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

就
活
生
を
対
象
に
し
た
企
業
説
明
会
・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、

今
後
就
職
活
動
を
行
う
学
生
の
皆
さ
ん
の

企
業
研
究
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
検
索
サ
イ
ト
で
「
磐
田
de
」
で

検
索
、
ま
た
は
次
の
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

か
ら
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
職
情
報
い
っ
ぱ
い
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う
！

産
業
振
興
フ
ェ
ア
in
い
わ
た

▼
と
き

　

11
月
９
日
㈮
・
10
日
㈯

▼
と
こ
ろ

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
（
上
新
屋
3
0
4
）

▼
内
容

　

市
内
外
の
モ
ノ
作
り
企
業
1
8
0
社
が

一
堂
に
会
し
ま
す
。
各
企
業
の
ブ
ー
ス
展

示
の
ほ
か
、
2
日
目
に
は
学
生
を
対
象
と

し
た
業
界
研
究
も
開
催
し
ま
す
。

魅
力
発
見
フ
ェ
ア
in
名
古
屋

▼
と
き

　

来
年
2
月
13
日
㈬

▼
と
こ
ろ

　

名
古
屋
国
際
会
議
場
（
愛
知
県
名
古
屋

市
熱
田
区
熱
田
西
町
１
番
１
号
）

▼
内
容

　

企
業
・
官
公
庁
約
40
社
が
出
展
し
、
業

界
説
明
と
磐
田
地
域
で
“
は
た
ら
く
・
く

ら
す
魅
力
”
を
発
信
し
ま
す
。

い
わ
た
・
ふ
く
ろ
い
就
職
フ
ェ
ア

▼
と
き

　

来
年
4
月
上
旬

▼
と
こ
ろ

　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田

▼
内
容

　

磐
田
市
・
袋
井
市
内
外
の
企
業
が
多
数

参
加
し
、
採
用
担
当
者
か
ら
直
接
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
企
業
と
出
会
え

る
県
下
最
大
級
の
合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

▲専用サイト
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知らせお市からの

９
月
10
日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
で
す

そ
の
看
板
、
大
丈
夫
？

問
都
市
計
画
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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屋
外
広
告
物
は
、
街
を
彩
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、

適
切
な
維
持
管
理
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
き

は
、
人
に
被
害
を
与
え
る
も
の
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

高
ま
る
事
故
の
リ
ス
ク　

　

屋
外
広
告
物
は
、
風
や
雨
、
強
い
日
差

し
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に
見
え
て
も
、
気
付
か
ぬ
う
ち

に
部
材
の
腐
食
や
ゆ
る
み
、
劣
化
が
進
み
、

落
下
、
破
損
、
倒
壊
な
ど
の
事
故
が
生
じ
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
な
点
検
で
安
全
管
理
を　

　

看
板
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
定
期

的
に
点
検
を
行
い
、
安
全
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
「
危
険
サ
イ
ン
」
を
見
つ
け
た
ら
、
屋
外

広
告
業
者
に
点
検
や
補
修
な
ど
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。
早
期
対
応
が
事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル　

　

屋
外
広
告
物
の
設
置
に
は
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
磐
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
都
市
計
画
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※地震や大型台風の後などは、屋外広告業者に　
　臨時点検を依頼しましょう

▲内照式看板内部の腐食 ▲看板底部の留め具の破損

▲柱根元のサビを放置し、倒壊 ▲看板本体からポールへの汚ダレ

危険サインのセルフチェック
 　□　取付（支持）部分のサビ、腐食
 　□　主要部材の変形、サビ、腐食
 　□　ブラケットからのサビの汚ダレ
 　□　看板の傾き
 　□　パネル板のひび、破損
 　□　パネル板のがたつき、外れかけ
 　□　表示面の汚染、変色、剥離
 　□　照明の正常点灯
 　□　照明器具の傾き、外れかけ
 　□　部材 ･ 部品の欠落

美
し
く
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）
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不
法
投
棄
は
、
ご
み
を
集
積
所
や
処
分

場
に
出
す
な
ど
の
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に

従
わ
ず
、
道
路
や
河
川
、
私
有
地
な
ど
に

み
だ
り
に
捨
て
る
行
為
で
す
。
レ
ジ
袋
な

ど
の
少
量
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
に
あ

た
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
、
1
千
万
円
以
下(

法
人

の
場
合
は
3
億
円
以
下)

の
罰
金
、
ま
た
は

そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。　

不
法
投
棄
対
策

　

市
や
地
域
な
ど
で
は
、
不
法
投
棄
を
未

然
に
防
止
し
、
投
棄
物
を
回
収
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
で
困
っ
て
い
る
方
へ
啓
発
看

板
の
貸
し
出
し
、
投
棄
さ
れ
や
す
い
場

所
へ
啓
発
看
板
の
設
置

▼
地
域
と
協
力
し
、
市
全
域
で
年
2
回
、
環

境
美
化
活
動
を
実
施

▼
市
職
員
や
委
託
業
者
に
よ
る
不
法
投
棄

ご
み
の
回
収
や
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

▼
環
境
美
化
指
導
員
や
ま
ち
美
化
パ
ー
ト

ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
の
協

力
に
よ
る
監
視
や
巡
回

▼
悪
質
な
不
法
投
棄
や
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
は
、
磐
田
警
察
署
と
連

携
し
対
応

※
市
か
ら
磐
田
警
察
署
へ
提
供
し
た
不
法

投
棄
情
報
に
よ
っ
て
、
投
棄
者
が
特
定

さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
へ

　

不
法
投
棄
は
、
草
木
が
茂
っ
て
い
た
り
、

物
が
野
積
み
に
さ
れ
て
い
た
り
す
る
所
な

ど
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
場
所
に

さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
私
有
地
に
捨
て
ら
れ
た
不
法

投
棄
ご
み
の
回
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者
の
方
は
、

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
草
刈
り
や
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

　
「
日
時
」
や
「
場
所
」「
投
棄
者
の
特
徴
」

「
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
」
な
ど
を
記
録
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
環
境
課
ま
た
は
磐
田

警
察
署(

☎
0
5
3
8

－

37

－

0
1
1
0)

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
投
棄
者
と
の
接
触
は
危
険
で
す

の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　　
「
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
」
と
い
う
マ
ナ
ー

を
欠
い
た
不
法
投
棄
は
、
ま
ち
の
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
住
ん
で
い
る
人
々

の
心
も
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み
の

不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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問スポーツ戦略室（本庁舎 2階）
　☎ 0538-37-2116　ＦＡＸ 0538-37-5034

エコパスタジアム開催試合
来年  9月28日㈯
　午後4時15分～

アイル
ランドＶ日本

来年10月  4日㈮
　午後6時45分～

イタリアＶ南アフリカ

来年10月  9日㈬
　午後4時15分～

ロシアＶスコット
ランド

来年10月11日㈮
　午後7時15分～

ジョージアＶオースト
ラリア

チケットのお申し込みはこちら
◎一般抽選販売による通常チケット申込期間
　9月19日㈬～ 11月12日㈪
◎抽選結果発表日
　11月26日㈪
◎申し込み
　チケット販売公式ホームページから。
　（購入にはインターネットからのID登録が必要です）
◎その他
　支払期間などの詳細は、チケット販売
　公式ホームページをご覧ください

1.英会話教室in向笠交流センター【5/8㈫～】
　外国人観光客などに自
慢の故郷「いわた」を案
内できるよう、全6回の英
会話教室を開催しました。
約20人が参加し、英語で
市のPRに挑戦しました。

2.国際理解集会in東部小学校【6/28㈭】
　2019年のRWCを主なテーマとして開催し、全校児
童約800人が市職員からラグビーのルーツや大会の概
要を学びました。

3.ラグビー講座in西貝交流センター【7/4㈬】
　ヤマハ発動機ジュビロ
から講師を招き、約30人
の参加者がRWCの歴史や
ラグビーのルール、魅力
を学びました。

RWCを磐田から盛り上げよう！

優勝トロフィーが磐田にやってくる！

ラグビーワールドカップ　チケット 検索 ▲チケット販売
公式ホーム
ページ

ラグビーワールドカップ2019TM

世界の強豪チームがエコパにやってくる

　2019年9月20日㈮～ 11月2日㈯に日本でラグ
ビーワールドカップ（以下、RWC）が開催さ
れます。県内ではエコパスタジアムで4試合が
行われるほか、磐田市と掛川市では、右の3カ
国のチームが大会期間中にキャンプを行うこと
が決定しました。
　市内では、この大会を盛り上げるためにさ
まざまな取り組みを行っています。この大会
が日本にやってくるのは、「一生に一度」かも
しれません。世界レベルの戦いをその目で、
その耳で、その肌で感じてみませんか。

掛川市・磐田市合同
公認キャンプチーム決定！

　全国12都市を巡回するRWCポップアッ
プミュージアムが、9月15日㈯、16日㈰に
ららぽーと磐田で実施されます。また、期
間中（どちらか1日）、優勝トロフィー「ウ
ェブ・エリス・カップ」が県内初披露される予定です。
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